


要約:

脳室周囲白質軟化(PVL)において、受傷後の軸索の可塑性を見る目的で、神経細胞に発現

する細胞接着因子を、抗 L1 抗体およぴ抗 HNK-1 抗体の 2 種類の抗体を用いて、免疫組織

化学的に検討した。PVL では、比較的急性期から病変部にて L1 陽性の軸索が出現し、Cyst

の形成と共に、病変の周囲を取りまく形になった。一方、HNK-1 陽性の軸索は L1 にやや

遅れて出現し、L1 よりも狭い領城に認められた。両者共に、受傷後 2 か月程度で発現は

認められなくなり、一過性の発現であった。こうした細胞接着因子の発現は、軸索の再生

に関与し、受傷後の回復過程と考えられた。


